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１）共同研究の目的 

BIM（Building Information Modeling）、CIM（Construction Information Modeling/ Management）とは、調

査・設計段階から 3次元モデルを導入し、施工、維持管理の各段階においても情報を共有・充実させる

ことにより一連の建設生産システムにおける受発注者双方の業務効率化・高度化を図るものである。 

本共同研究では、下水道事業の設計業務や建設工事において BIM/CIMを部分的に試行し、3次元モデ

ルの導入による成果品質向上や業務効率化といった効果の検証や課題の抽出を行い、本格導入に向けた

知見を得ることを目的とする。 

２）共同研究の概要 

福島県県北浄化センターの汚泥乾燥設備の解体・撤去工事において、3 次元モデルを作成した。効果

の検証として、3次元モデルから解体手順の動画及び 3次元画像を作成し、施工要領書に取り込む事で、

①従来の施工要領書と動画や 3次元画像を活用した施工要領書の作成時間の比較、②工事関係者による

動画や 3次元画像を活用した施工要領書に対する意見聴取を行い、その有効性を確認した。 

３）共同研究の成果 

①従来の施工要領書を作成する時間に比べ、今回の検証範囲において 3次元モデルの作成から動画や 3

次元画像を用いた施工要領書を作成した場合、約 1.4倍の時間を要する事が試算された。（表－１） 

表－１ 作成時間比較表 

 

 

 

 

 

②解体手順を示す動画や 3次元画像を活用した施工要領書は、従来の文字や 2次元図面が主体の施工要

領書に比べ、工事関係者からは「従来に比べ作業内容が理解しやすい」などの肯定的な意見・感想が寄

せられ、従来に比べ効果が期待できる事が分かった。（表－２） 

表－２ 関係者レビュー結果 

 

今後の課題として、3 次元画像を活用した施工要領書を作成するには、設計当初から解体を想定した

モデル分割及び利用目的や作業効率を考慮し、予め利用範囲を絞って作成する必要性を確認した。 


